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Ⅰ . はじめに

　近年、医療・福祉の場で音楽療法が取り入れられ、主

に高齢者介護施設、認知症、小児科、ホスピス、精神科

などの分野で、広く行われるようになってきた。それに

伴い、音楽療法の効果に関する研究が行われ、心理学

的・免疫学的効果を有するという報告がいくつか認めら

れているが、症例研究や主観データに頼るものが多いの

が現状である。音楽療法が、医療の代替療法、補完療法

として認められ、医療・福祉・保健など様々な場面で活

用・発展させて行くためには、客観的指標を用いた医学

的・科学的なエビデンスを蓄積していく必要がある。

　音楽療法の目的は、音楽の持つ生理的、心理的、社会

的働きを用い、心身の障害の回復、機能の維持改善、生

活の質の向上、行動の変容などに向けて音楽を意図的、

計画的にしようすることである。音楽療法には、対象者

が実際に歌唱や演奏を行い積極的に参加する事で “活性

化 ” を図ることを目的としたものと、音楽を聴くなどの

受動的なもので “ 鎮静作用 ” を目的とするものがある。

しかしながら、この両者の比較検討を行った報告はほと

んど見られない。

　そこで本研究では、活性曲と鎮静曲という種類の異な

る音楽聴取により、脳はどう捉えているのか、違いは認

められるのかということに着目し検証を行った。

Ⅱ . 目的

　音楽の中で、一般的に活性効果が得られる曲と鎮静効

果が得られる曲の２種類の音楽聴取による違いを、大脳

前 頭 葉 の 賦 活 化 を 近 赤 外 分 光 計（Near-infrared 

spectroscopy: NIRS）によって評価を行う。さらに活性

的な音楽聴取において、聴取のみの場合（受動的音楽療

法）と、音楽に合わせてリズムをとる場合（能動的な音

楽療法）との差異が認められるかを検証する目的で本研

究を実施した。

Ⅲ . 方法

　被験者に対し研究目的および方法などを十分に説明し

口頭および文書にて同意を得られた健常な20歳以上の右

利きの女性24名（平均年齢20.7±3.4）を対象とした。な

お本研究は、東海大学健康科学部倫理審査委員会の承認

を受け実施した。NIRSのプローブを前頭葉に装着し、

音楽聴取時の前頭葉の賦活化の評価を行った。すべての

対象者に同一の指定した音楽の聴取とした。NIRSの測

定は、音楽（鎮静曲と活性曲）をブロックデザインによ

って聴取させ、脳活動の評価を行った。

 　データ解析は、変化率を算出し鎮静曲、活性曲に差

がない時に０となる変数との paired t-testを行った。ｐ 

< 0.05 を有意差ありとした。
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Ⅳ . 結果

　２回の活性曲と３回の鎮静曲の変化率を平均し比較を

行った。鎮静曲と比較し、活性曲の方が Oxy-Hbの増加

が前頭葉左下部において認められたが、有意に増加した

のは Ch13のみであった。

Ⅴ . 考察

　今回行った活性曲と鎮静曲のブロックデザインでの比

較では、明らかな違いが認められなかった。原因の１つ

として、被験者には十分な研究方法の説明を行っていた

が、NIRSを初めて装着することによる緊張が認められ

ていたことにより曲の違いにより差がでにくかった事が

考えられる。今後、さらに詳細な解析を行い、被験者の

主観との相関などを検討する予定である。また、今回聴

取した音楽は、指定曲での聴取であり音楽の好みなども

関与していると考えられる。今後、聴取させる音楽につ

いても検討し、症例数を増やして検証を行う予定である。
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